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ご挨 拶  

会 員 各 位  

 

 会 員 の 皆 様 方 に お か れ ま し て は ， 益 々 ご 清 栄 の こ と と お 慶

び 申 し 上 げ ま す 。 こ の 度 ， ほ ぼ 3 0 年 ぶ り に 私 ど も 専 修 大 学

で 日 本 会 計 研 究 学 会 の 第 6 5 回 大 会 を 引 き 受 け さ せ て い た だ

き ま し た こ と は ， 本 学 の 教 員 に と り ま し て ， た い へ ん 光 栄 な

こ と で ご ざ い ま す 。  

本 年 度 の 統 一 論 題 の テ ー マ は ，「 会 計 学 の 新 機 軸 」と し ま し

た 。 会 計 学 と し て だ け で な く ， 学 会 運 営 で も 次 の ５ 点 に お い

て 新 機 軸 を 打 ち 出 し て い ま す 。  

 第 １ は ， 報 告 や 記 念 講 演 を ， 会 員 だ け で な く 会 員 外 の 先 生

に も お 願 い し た こ と で あ り ま す 。 統 一 論 題 で は ， 会 社 法 ， Ｉ

Ｔ ， 監 査 役 に つ い て の 深 い 専 門 的 知 識 と 経 験 が 必 要 だ か ら で

あ り ま す 。同 時 に 、会 員 の 報 告 の 機 会 を 増 や す こ と を 勘 案 し 、

統 一 論 題 で は 討 論 者 を 各 会 場 で 2 人 加 え ま し た 。 加 え て ， 日

本 の 最 も す ぐ れ た 経 営 者 の １ 人 で あ る 日 本 住 宅 金 融 公 庫 総 裁

の 島 田 精 一 氏 に 記 念 講 演 を お 願 い し 、 一 般 に も 開 放 し て 公 開

記 念 講 演 と し ま し た 。 さ ら に 、 研 究 者 に よ る 公 開 記 念 講 演 と

し て 、 高 い 研 究 業 績 を 誇 る 前 会 長 の 武 田 隆 二 先 生 を お 招 き し

て い ま す 。  

 第 ２ に ， 自 由 論 題 へ の 申 し 込 み で 希 望 の あ っ た 準 統 一 論 題

報 告 を ， 当 番 校 の 判 断 で ， キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー ， 税 務 会 計 ，

リ ス ク 情 報 の 開 示 と 保 証 の ３ 会 場 で 設 け て お り ま す 。 統 一 論

題 は 財 務 会 計 ， 管 理 会 計 ， 監 査 と い っ た 伝 統 的 な 枠 組 み で 構

築 さ れ て い ま す が ， 次 々 と 出 現 す る 新 し い テ ー マ に 対 応 す る

た め で あ り ま す 。 学 会 は 会 員 の た め の も の で す か ら ， 会 員 の

ご 要 望 に 少 し で も 応 え よ う と す る も の で も あ り ま す 。  

 第 ３ に ， 海 外 の 学 会 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン が 始 ま っ た こ と

で ご ざ い ま す 。 具 体 的 に は ， 韓 国 会 計 学 会 か ら ４ 名 の 報 告 者

を お 招 き し て ， ご 報 告 い た だ き ま す 。  
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 第 ４ に ， ホ テ ル グ ラ ン ド パ レ ス で 行 な わ れ る 懇 親 会 の 会 場

に お い て ， 本 学 の 図 書 館 で 所 蔵 す る ル カ ・ パ チ ョ ー リ 著 『 算

術 ， 幾 何 ， 比 及 び 比 例 総 覧 』 の 初 版 本 を 展 示 い た し ま す 。  

 第 ５ に ， 今 回 の 全 国 大 会 で は ， 主 催 校 （ 専 修 大 学 ） 以 外 の

組 織 ― 新 日 本 監 査 法 人 と 中 央 青 山 監 査 法 人 ― か ら ご 寄 付 を い

た だ き ま し た 。 記 し て ， 両 監 査 法 人 に 衷 心 よ り 感 謝 の 意 を 表

し ま す 。  

 今 大 会 は 、 自 由 論 題 に 多 数 の 報 告 希 望 者 が 集 ま り ま し た 。

加 え て 、本 年 度 は 会 長 ･評 議 員・学 会 賞 審 査 委 員 の 選 挙 が 行 わ

れ ま す 。 混 雑 が 予 想 さ れ ま す の で 、 会 員 の 皆 様 の ご 協 力 を 仰

ぎ た い と 思 い ま す 。  

 最 後 に ， 本 大 会 に あ た っ て ， 多 大 な ご 支 援 と ご 協 力 を い た

だ き ま し た 関 係 各 位 に ， 厚 く お 礼 申 し 上 げ た い と 思 い ま す 。  

 

平 成 1 8 年 7 月 1 日  

 

日 本 会 計 研 究 学 会  第 6 5 回 大 会 準 備 委 員 会  

 準 備 委 員 長  櫻 井   通 晴  

 実 行 委 員 長  松 原  成 美  

 事 務 局 長    黒 川  保 美  

 委    員     青 木  章 通   夷 谷  廣 政  

伊 藤  和 憲   伊 藤 不 二 洋  

内 野   明   大 柳  康 司  

奥 西  康 宏    奥 村  輝 夫  

奥 村  紀 夫    国 田  清 志  

小 島  崇 弘    坂 口  幸 雄  

佐 々 木 重 人    佐 藤  文 雄  

渋 谷  武 夫     首 藤  昭 信  

竹 村  憲 郎   竹 本  達 広  

西 居    豪   菱 山    淳  

瓶 子  長 幸    柳   裕 治  

山 崎  秀 彦  
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参 加 登 録 手 続  

（ １ ） 大 会 参 加 費 は 7,000 円 、 懇 親 会 費 は 7,000 円 で す 。 両

方 に 参 加 す る 場 合 は 合 計 で 14,000 円 で す 。  

（ ２ ）ご 参 加 の 方 は 、同 封 の 郵 便 振 替 払 込 用 紙 で 8 月 24 日（ 木 ）

ま で に お 振 込 く だ さ い 。大 会 ･懇 親 会 へ の ご 参 加 は 振 込 を

も っ て 確 認 さ せ て い た だ き ま す 。な お 、 振 込 が 遅 れ ま す

と 名 札 等 の 準 備 が で き か ね ま す の で 期 限 厳 守 で お 願 い し

ま す 。 振 込 期 限 後 の 懇 親 会 へ の 申 込 み は 会 場 準 備 の 都 合

上 、 お 受 け で き ま せ ん 。

（ ３ ） 大 会 参 加 費 お よ び 懇 親 会 費 の 領 収 書 に つ き ま し て は 、

郵 便 局 で 発 行 す る 「 払 込 票 兼 受 領 票 」 で 代 え さ せ て い た

だ き ま す 。 大 会 当 日 は 、 念 の た め 「 払 込 票 兼 受 領 票 」 を

ご 持 参 く だ さ い 。 な お 、 お 振 込 み い た だ い た 金 額 に つ き

ま し て は 払 い 戻 し を い た し ま せ ん の で ご 了 承 く だ さ い 。  

（ ４ ）本 大 会 で は 弁 当 の 予 約 ･販 売 を い た し ま せ ん 。近 隣 の 食

堂 等 を ご 利 用 く だ さ い 。  

（ ５ ） 大 会 会 場 へ の お 車 で の ご 来 場 は ご 遠 慮 く だ さ い 。  

（ ６ ）お 問 い 合 わ せ は 大 会 準 備 委 員 会 宛 に 郵 便 、 FA X ま た は

e メ ー ル （ 裏 表 紙 参 照 ） に て お 願 い い た し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 頁 以 降 記 載 の 司 会 者 ・ 報 告 者 等 の 氏 名 は 敬 称 を 略 し て お り ま す 。  
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大 会 全 体 スケジュール 

第 １日 目  ９月 ６日 （水 ）  会 場 ：専 修 大 学 神 田 キャンパス 

11 : 3 0－ 1 6 : 3 0 参 加 者 受 付    （ 1 号 館 地 下 入 口 ）  

1 7 : 0 0－ 1 9 : 3 0 参 加 者 受 付    （ ホ テ ル グ ラ ン ド パ レ ス ）  

1 2 : 0 0－ 1 7 : 0 0 会 長 ･評 議 員 選 挙 及 び 学 会 賞 、 太 田 ・ 黒 澤  

       賞 審 査 委 員 選 挙  （ 2 号 館 地 下 1 階 1 2 教 室 ） 

1 2 : 3 0     新 入 会 員 発 表  （ 1 号 館 地 下 ホ ー ル ）  

1 3 : 0 0－ 1 4 : 3 0 会 員 総 会     （ 3 号 館 3 階 3 0 3 教 室 ）  

1 4 : 4 0－ 1 5 : 2 0 ス タ デ ィ グ ル ー プ 報 告  

  第 1 会 場 ：中 野 常 男 主 査  （ 2 号 館 3 階 3 0 2 教 室 ）  

   第 2 会 場 ：黒 川 行 治 主 査  （ 2 号 館 3 階 3 0 1 教 室 ）  

1 5 : 3 5－ 1 6 : 1 5 課 題 研 究 委 員 会 報 告 ： 須 田 一 幸 委 員 長  

               （ 3 号 館 3 階 3 0 3 教 室 ）  

1 6 : 2 0－ 1 7 : 0 0 特 別 委 員 会 報 告 ： 廣 本 敏 郎 委 員 長  

                       （ 3 号 館 3 階 3 0 3 教 室 ）  

1 7 : 0 5－ 1 7 : 4 5 特 別 委 員 会 報 告 ： 友 杉 芳 正 委 員 長  

                       （ 3 号 館 3 階 3 0 3 教 室 ）  

1 8 : 3 0－ 2 0 : 3 0   懇 親 会      （ ホ テ ル グ ラ ン ド パ レ ス ）  

 

第 ２日 目  ９月 ７日 （木 ）  会 場 ：専 修 大 学 神 田 キャンパス 

9 : 0 0－ 1 6 : 3 0 参 加 者 受 付     （ 1 号 館 地 下 入 口 ）  

9 : 3 0－ 1 2 : 0 5   韓 国 会 計 学 会 か ら の 招 待 報 告  

（ 6 号 館 2 階 国 際 会 議 室 ）  

9 : 3 0－ 1 2 : 0 0 準 統 一 論 題 報 告 （ 7 号 館 3 階 7 3 1 教 室 ）  

9 : 3 0－ 1 2 : 0 0 自 由 論 題 報 告  （ 1・ 2・ 3 号 館 ）  

1 0 : 0 0－ 1 3 : 0 0 会 長 ･評 議 員 選 挙 及 び 学 会 賞 、 太 田 ・ 黒 澤  

賞 審 査 委 員 選 挙  （ 2 号 館 地 下 1 階 1 2 教 室 ）  

1 3 : 0 0－ 1 6 : 0 0   統 一 論 題 報 告  （ 2 号 館 3 階 3 0 1・ 3 0 2、 3

号 館 3 階 3 0 3 教 室 ）  

1 6 : 4 0－ 1 8 : 5 0 公 開 記 念 講 演      （ 3 号 館 3 階 3 0 3 教 室 ） 
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第 ３日 目  ９月 ８日 （金 ）  会 場 ：専 修 大 学 神 田 キャンパス 

9 : 0 0－ 1 5 : 3 0 参 加 者 受 付     （ 1 号 館 地 下 入 口 ）  

9 : 0 0          会 長 ･評 議 員 選 挙 及 び 学 会 賞 、太 田・黒 澤 賞  

審 査 委 員 選 挙 結 果 発 表（ 1 号 館 地 下 ホ ー ル ） 

9 : 3 0－ 1 2 : 0 0 準 統 一 論 題 報 告  

第 １会 場 （ 7 号 館 3 階 7 3 1 教 室 ）  

第 ２会 場（ 2 号 館 地 下 1 階 1 2 教 室 ） 

9 : 3 0－ 1 2 : 0 0 自 由 論 題 報 告   （ 1・ 2・ 3 号 館 ）  

1 3 : 0 0－ 1 5 : 3 0   統 一 論 題 討 論  （ 2 号 館 3 階 3 0 1・ 3 0 2、 3

号 館 3 階 3 0 3 教 室 ）  
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理 事 会 ･評 議 員 会 等 スケジュール 

９月 ５日 （火 ）  会 場 ：専 修 大 学 神 田 キャンパス 

1 1 : 3 0－ 12:30 入 会 資 格 審 査 委 員 会  

（ 1 号 館 8 階 8 B 会 議 室 ）  

13:00－ 15:00 会 長 ･評 議 員 選 挙 管 理 委 員 会 準 備 会  

（ 7 号 館 6 階 7 6 4 教 室 ）  

13:00－ 15:00 学 会 賞 、 太 田 ・ 黒 澤 賞 審 査 委 員 会  

（ 1 号 館 8 階 8 C 会 議 室 ) 

15:0 0－ 16:00 会 長 ･評 議 員 選 挙 管 理 委 員 会  

（ 7 号 館 6 階 7 6 4 教 室 ）  

16:30－ 18:30 理 事 会       （ 1 号 館 8 階 8 A 会 議 室 ) 

 

９月 ６日 （水 ）  会 場 ：専 修 大 学 神 田 キャンパス 

9 : 0 0－     評 議 員 受 付     （ 1 号 館 8 階 8 A 会 議 室 ）  

10:00－ 12:00 評 議 員 会      （ 1 号 館 8 階 8 A 会 議 室 ）  

 

９月 ７日 （木 ）  会 場 ：専 修 大 学 神 田 キャンパス 

1 3 : 3 0－      会 長 ･評 議 員 選 挙 管 理 委 員 会  

（ 7 号 館 6 階 7 6 2･7 6 3 教 室 ） 

 

９月 ８日 （金 ）  会 場 ：専 修 大 学 神 田 キャンパス  

1 2 : 0 5－ 12:55   新 評 議 員 会 ・ 理 事 選 挙  

（ 1 号 館 8 階 8 A 会 議 室 ）  

16:30－        新 旧 合 同 理 事 会 ・ 新 理 事 会   

（ 1 号 館 8 階 8 A 会 議 室 ）  
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第 １日 目  ９月 ６日 （水 ） 

参 加 者 受 付    11 : 3 0－ 1 6 : 3 0   （ 1 号 館 地 下 入 口 ）  

参 加 者 受 付   1 7 : 0 0－ 1 9 : 3 0   （ ホ テ ル グ ラ ン ド パ レ ス ）  

新 入 会 員 発 表  1 2 : 3 0     （ 1 号 館 地 下 ホ ー ル ）  

会 員 控 室     11 : 0 0－ 1 7 : 3 0  （ 1 号 館 3 階 3 0 5 教 室 ・ 2 号  

館 1 階 1 0 3 教 室・2 階 2 0 3 教 室 ） 

 

 

 
会 員 総 会      1 3 : 0 0－ 1 4 : 3 0   （ 3 号 館 3 階 3 0 3 教 室 ） 

 

スタディグループ報 告  

1 4 : 4 0－ 1 5 : 2 0  （ ２ 会 場 同 時 開 催 ）  

（ 発 表 時 間  各 3 0 分  質 疑 応 答  各 1 0 分 ）  

 

 

 

 

 

第 1 会 場  （２号 館  ３階  ３０２教 室 ) 

複 式 簿 記 シ ス テ ム の 構 造 と 機 能 に 関 す る 研 究  

司 会  興 津  裕 康 （ 近 畿 大 学 ）  

主 査  中 野  常 男 （ 神 戸 大 学 ）  

 

第 2 会 場  （２号 館  ３階  ３０１教 室 ） 

 会 計 社 会 の 変 容 と 市 場 の 論 理  

司 会  宮 本 順 二 朗 （ 帝 塚 山 大 学 ）  

主 査  黒 川  行 治 （ 慶 應 義 塾 大 学 ）  
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課 題 研 究 委 員 会 ・特 別 委 員 会 報 告  

   課 題 研 究 委 員 会 報 告   1 5 : 3 5－ 1 6 : 1 5    

特 別 委 員 会 報 告 （ １ ） 1 6 : 2 0－ 1 7 : 0 0   

特 別 委 員 会 報 告 （ ２ ） 1 7 : 0 5－ 1 7 : 4 5  

 （ 発 表 時 間  各 3 0 分  質 疑 応 答  各 1 0 分 ）  

 

 

 

 

 

 

会 場  （３号 館  ３階  ３０３教 室 ） 

課 題 研 究 委 員 会 報 告  

会 計 制 度 の 設 計 に 関 す る 実 証 研 究  

司  会  桜 井  久 勝  （ 神 戸 大 学 ）  

委 員 長  須 田  一 幸  （ 早 稲 田 大 学 ）  

 

特 別 委 員 会 報 告 （ １ ）  

企 業 組 織 と 管 理 会 計 の 研 究  

司  会  浅 田  孝 幸  （ 大 阪 大 学 ）  

委 員 長  廣 本  敏 郎  （ 一 橋 大 学 ）  

 

特 別 委 員 会 報 告 （ ２ ）  

財 務 情 報 の 信 頼 性 に 関 す る 研 究  

司  会  古 賀  智 敏  （ 神 戸 大 学 ）  

委 員 長  友 杉  芳 正  （ 早 稲 田 大 学 ）  

 

 

  

懇 親 会   1 8 : 3 0－ 2 0 : 3 0   ホ テ ル グ ラ ン ド パ レ ス  
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第 ２日 目  ９月 ７日 （木 ） 

参 加 者 受 付     9 : 0 0－ 1 6 : 3 0  （ 1 号 館 地 下 入 口 ）  

会 員 控 室      9 : 0 0－ 1 7 : 0 0  （ 1 号 館 3 階 3 0 5 教 室 ・ 2 号  

館 1 階 1 0 3 教 室・2 階 2 0 3 教 室 ） 

 

 

 

 

 

 

 

韓 国 会 計 学 会 からの招 待 報 告  

 
挨  拶     9 : 3 0－  9 : 3 5   
報  告 （ １ ）  9 : 3 5－ 1 0 : 1 0    
報  告 （ ２ ） 1 0 : 1 0－ 1 0 : 4 5   

             (休  憩 1 0 分 )  
報  告 （ ３ ） 1 0 : 5 5－ 11 : 3 0  
報  告 （ ４ ） 11 : 3 0－ 1 2 : 0 5  

（ 発 表 時 間  各 2 5 分  質 疑 応 答 1 0 分 ）  

会   場   （6 号 館  ２階  国 際 会 議 室 ） 

挨  拶   加 古   宜 士 （ 国際会計研究学会会長・早稲田大学) 

司  会   佐 々 木 重 人 （ 専 修 大 学 ）  

  報 告 者  

（ １ ） Jang Youn Cho （Hankuk University of Foreign Studies） 

   Kooyul  Jung  （Korea Advanced Institute of Science and 

Technology）(Language: English) 

Value Based Financial Statement, Financial Analysis and 

Valuation 

（ ２ ） Gil Soo Bae     (Korea University), 

Bank Relationship and Earnings Management: Evidence from 

Public Equity Offerings in Japan (Language: English) 

  司  会  杉 本  徳 栄 （ 関 西 学 院 大 学 ）  

  報 告 者  

（ ３ ） 趙   益 淳  Ik Soon Cho（ 高 麗 大 學 校 ）  

朝鮮時代の会計文書に対する実証的研究-四介松都治簿法を中心と

する(Language: Japanese) 

（ ４ ） 李  善 馥  Seon-Bok Lee（ 東 西 大 學 校 ）  

韓日における会計基準の制定動向と差異発生原因の分析 

(Language: Japanese) 
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準 統 一 論 題 報 告 （１）  

報 告 （ １ ）  9 : 3 0－ 1 0 : 0 0    

報 告 （ ２ ） 1 0 : 0 0－ 1 0 : 3 0   

   (休 憩 1 0 分 )  

報 告 （ ３ ） 1 0 : 4 0－ 11 : 1 0  

報 告 （ ４ ） 11 : 1 0－ 11 : 4 0  

討 論    11 : 4 0－ 1 2 : 0 0  

（ 発 表 時 間  各 3 0 分  討 論  2 0 分 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会  場  (７号 館  ３階  ７３１教 室 ) 

「 業 績 報 告 と キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 」  

座  長    鎌 田  信 夫 （ 中 部 大 学 ）  

報 告 者   

（ １ ） 小 西  範 幸 （ 岡 山 大 学 ）  

      イ ン カ ム フ ロ ー と キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 報 告 の 連 携  

（ ２ ） 八 重 倉  孝 （ 法 政 大 学 ）  

   純 利 益 と キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー  

（ ３ ） 鎌 田  信 夫 （ 中 部 大 学 ）  

   活 動 区 分 別 の キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー の 測 定 と 報 告  

（ ４ ） 佐 藤  倫 正 （ 名 古 屋 大 学 ）  

   業 績 報 告 と キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書  
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自 由 論 題 報 告  

 報 告 （ １ ）  9 : 3 0－ 1 0 : 0 5    

報 告 （ ２ ） 1 0 : 0 5－ 1 0 : 4 0   

   (休 憩 1 0 分 )  

報 告 （ ３ ） 1 0 : 5 0－ 11 : 2 5  

報 告 （ ４ ） 11 : 2 5－ 1 2 : 0 0  

（ 発 表 時 間  各 2 5 分  質 疑 応 答 1 0 分 ）  

第 １会 場   （２号 館  １階  １０１教 室 ） 

 司  会  新 田  忠 誓 （ 一 橋 大 学 ）  

（ １ ） 長 束  航  （ 福 岡 大 学 ）  

   収 益 の 認 識 と 負 債 概 念     

（ ２ ） 石 山  宏  （ 税 理 士 ）  

   業績報告書の諸相－利益概念に起因する業績報告書様式の分類と展開－ 

司  会  井 原  理 代 （ 香 川 大 学 ）  

（ ３ ） 浦 山  剛 史 （ 姫 路 獨 協 大 学 ）  

   ゴーイング･コンサーン問題開示企業の裁量的会計行動 

（ ４ ） 高 橋  治 彦 （ 首 都 大 学 東 京 ）  

   企 業 価 値 評 価 に お け る 利 益 情 報 の 役 割  

 

第 ２会 場  （２号 館  １階  １０２教 室 ） 

司  会  佐 藤  信 彦 （ 明 治 大 学 ）  

（ １ ） 小 川  淳 平 （ 京 都 大 学 大 学 院 生 ）  

退 職 給 付 会 計 に み る 資 産 と 負 債 の 非 対 称 性 の 意 味  

（ ２ ） 上 野  雄 史 （ 静 岡 県 立 大 学 ）  

  年 金 会 計 の 変 遷 と 企 業 年 金  

 司  会  今 福  愛 志 （ 日 本 大 学 ）  

（ ３ ） 中 野  雅 史 （ 税 理 士 ）  

  会計制度デザインに関する実証研究－我が国のストック･オプション会計を

中心として－ 

（ ４ ） 櫻 田  譲  （ 北 海 道 大 学 ）  

   中小閉鎖法人における役員退職給与支給額の決定要因について 
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第 ３会 場  （２号 館 1 階  １０４教 室 ）  

 司  会  濱 本  道 正 （ 横 浜 国 立 大 学 ）  

（ １ ） 小 林  竜 二 （ 中 央 大 学 大 学 院 生 ）  

   創 業 期 に お け る U . S .ス テ ィ ー ル の 財 務 諸 表 に つ い て  

（ ２ ） 飯 尾  孟 秋 （ 大 阪 商 業 大 学 ）  

    減価償却方法に関する考察－現在法のレヴューと新方法を求めて－ 

 司  会  柴  健 次 （ 関 西 大 学 ）  

（ ３ ） 田 口  聡 志 （ 多 摩 大 学 ）  

証 券 市 場 へ の 実 験 ゲ ー ム 理 論 的 接 近  

（ ４ ） 小 形  健 介 （ 長 崎 県 立 大 学 ）  

FA S B 連 結 プ ロ ジ ェ ク ト に お け る 経 営 者 の 利 害  

 

第 ４会 場  （２号 館  １階  １０５教 室 ）  

 司  会  郡 司  健 （ 大 阪 学 院 大 学 ）  

（ １ ） 小 渕  究 （ 城 西 国 際 大 学 ）  

中 国 に お け る 会 計 制 度 統 一 化 再 考 と 利 益 の 意 味  

（ ２ ）坂 上  学（ 大阪市立大学）・朴  在 源（ 大阪市立大学大学院生） 

  K O S D A Q 市 場 に お け る ボ ラ ン タ リ ー・デ ィ ス ク ロ ー ジ

ャ ー の 有 用 性 － X B R L に よ る 財 務 情 報 開 示 －  

司  会  藤 井 則 彦 （ 京 都 産 業 大 学 ）  

（ ３ ） 王  春 山 （ 東 北 財 経 大 学 ）  

  中 国 に お け る 新 会 計 基 準 の 変 革  

 

第 ５会 場  （２号 館  １階  １０６教 室 ）  

 司  会  百 合 草 裕 康 （ 兵 庫 県 立 大 学 ）  

（ １ ） 岡 部  勝 成 （ 広 島 大 学 大 学 院 生 ）  

   キャッシュ･フロー･マネジメントの有用性－中小企業経営におけ

る意思決定への影響を中心として－ 

（ ２ ） 永 田  靖  （ 広 島 経 済 大 学 ）  

  キャッシュ・フロー情報の意義－FASB 概念を中心にして－ 
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司  会  田 中  弘 （ 神 奈 川 大 学 ）  

（ ３ ） 笠 井  賢 治 （ 亜 細 亜 大 学 ）   

   N O PAT は 本 当 に 税 引 後 「 営 業 利 益 」 な の か ？  

（ ４ ） 内 川  菊 義 （ 同 志 社 大 学 ）  

   キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー と 利 益  

 

第 ６会 場  （２号 館 1 階  １０７教 室 ） 

 司  会  井 上  良 二 （ 青 山 学 院 大 学 ）  

（ １ ） 一 ノ 宮  士 郎 （ 日 本 政 策 投 資 銀 行 ）  

 会計数値のアノマリー―会計数値の切り上げ行動による利益操作 

（ ２ ） 山 地  秀 俊 （ 神 戸 大 学 ）・ 後 藤 雅 敏 （ 神 戸 大 学 ）  

  会計にとって CAPM・効率的市場仮説とは何だったか 

司  会  岡 部  孝 好 （ 阪 南 大 学 ）  

（ ３ ）古 賀  健 太 郎（ イリノイ大学）・内 野  里 美（ 早 稲 田 大 学 ） 

 Firms’ Bank Relations and Security Analyst Activities in Japan 

（ ４ ） 竹 原  均  （ 早 稲 田 大 学 ）  

利 益 調 整 行 動 と ア ナ リ ス ト 業 績 予 想 改 訂  

 

第 ７会 場  （２号 館  ２階  ２０１教 室 ） 

 司  会  氏 原  茂 樹 （ 流 通 経 済 大 学 ）  

（ １ ） 大 内  大 輔 （ 立 教 大 学 大 学 院 生 ）  

   ブ ラ ン ド 価 値 評 価 手 法 の 比 較 と 財 務 会 計 へ の 適 応 性  

（ ２ ） 島 田  奈 美 （ 関 西 大 学 大 学 院 生 ）  

  正 の の れ ん を 巡 る 会 計 政 策  

司  会  瀧 田  輝 己 （ 同 志 社 大 学 ）  

（ ３ ） 大 西  新 吾 （ 仁 愛 女 子 短 期 大 学 ）  

   会 計 の 認 識 ＜ 構 造 ＞ － 『 勘 定 』 の 記 号 論 的 考 察 か ら －  

（ ４ ） 堀 口  真 司 （ 神 戸 大 学 ）  

   ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ 社 会 と 公 共 性  
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第 ８会 場  （２号 館  ２階  ２０２教 室 ） 

 司  会  高 須  教 夫 （ 兵 庫 県 立 大 学 ）  

（ １ ） 馬 上  望 （ 明 治 大 学 ）  

組 織 再 編 会 計 に お け る 支 配 概 念 の 再 検 討  

（ ２ ） 大 倉 雄 次 郎 （ 関 西 大 学 ）  

  企 業 再 編 に お け る 会 計 ･税 法・会 社 法 か ら の 多 角 的 研 究  

司  会  野 口  晃 弘 （ 名 古 屋 大 学 ）  

（ ３ ） 池 村  恵 一 （ 早 稲 田 大 学 ）  

会社法における新株予約権の区分問題と分配可能額の算定規定 

（ ４ ） 吉 岡  正 道 （ 東 京 理 科 大 学 ）  

  新 ・ 会 社 法 に お け る 分 配 可 能 額 の 算 定  

 

第 ９会 場   （２号 館  ２階  ２０４教 室 ） 

 司  会  蟹 江  章 （ 北 海 道 大 学 ）  

（ １ ） 佐 久 間 義 浩 （ 京 都 大 学 大 学 院 生 ）  

監 査 人 変 更 の 決 定 要 因 に 関 す る 理 論 研 究  

（ ２ ） 加 藤  達 彦 （ 明 治 大 学 ）  

  監査報酬と損害賠償訴訟制度が証券市場の信頼性に及ぼす影響 

－仮説と実験的再検証－ 

司  会  朴  大 栄 （ 桃 山 学 院 大 学 ）  

（ ３ ） 島  信 夫 （ 釧 路 公 立 大 学 ）  

財務諸表監査と社会的価値をめぐる考察－公正と効率の立場から－ 

（ ４ ） 加 井  久 雄 （ 新 潟 大 学 ）  

  検 証 可 能 性 の 非 対 称 性 と 監 査 人 の 利 用  

 

第 １０会 場   （２号 館  ２階  ２０５教 室 ） 

 司  会  浜 田  和 樹 （ 西 南 学 院 大 学 ）  

（ １ ） 谷 守  正 行 （ 専 修 大 学 ）  

銀行の管理会計に対するリスク管理の影響 

（ ２ ） 山 田 伊 知 郎 （ 奈 良 産 業 大 学 ）  

  ベ ン チ ャ ー 企 業 に お け る 会 計 シ ス テ ム の 特 徴  
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司  会  鳥 居  宏 史 （ 明 治 学 院 大 学 ）  

（ ３ ） 岩 渕  昭 子 （ 東 京 経 営 短 期 大 学 ）  

CSR とコーポレート･レピュテーション－精密機械器具製造業者の比

較分析から－ 

（ ４ ） 新 江  孝 （ 日 本 大 学 ）・ 伊 藤  克 容 （ 成 蹊 大 学 ）  

   組織文化と管理会計との関係性－予算管理論研究を中心として 

 

第 １１会 場   （２号 館  ２階  ２０６教 室 ） 

 司  会  伊 藤  嘉 博 （ 早 稲 田 大 学 ）  

（ １ ） 八 島  雄 士 （ 九 州 共 立 大 学 ）  

  コミュニケーション･ツールとしてのバランスト･スコアカードの

研究－効果的･効率的な都市公園運営ツールの検討－ 

（ ２ ） 乙 政  佐 吉 （ 小 樽 商 科 大 学 ）  

バランス･スコアカードを機能させる要件に関する考察 

 司  会  星 野  優 太 （ 名 古 屋 市 立 大 学 ）  

（ ３ ）近 藤  隆 史（ 長 崎 大 学 ）・窪 田  祐 一（ 大 阪 府 立 大 学 ）・ 

福 田  直 樹 （ 追 手 門 大 学 ）  

業 績 評 価 と 報 酬 シ ス テ ム の 変 化 に 関 す る 実 証 研 究  

（ ４ ） 大 下  丈 平 （ 九 州 大 学 ）  

  フランス付加価値単位（UVA）手法の構造とその歴史的意義 

－活動基準原価計算（ABC）との比較の視点から－ 

 

第 １２会 場  （２号 館  ２階  ２０７教 室 ） 

 司  会  古 賀  勉 （ 福 岡 大 学 ）  

（ １ ）  前 田  貞 芳 （ 武 蔵 大 学 ）・ 金  承 子 （ 武 蔵 大 学 ）・  

申  洪 哲 （ 弘 益 大 学 ）  

  グローバル環境下における経営管理技法の移転に関する研究 

－日韓における EVA の実例を中心として－ 

（ ２ ） 上 埜  進 （ 甲 南 大 学 ）  

日系多国籍企業における意思決定権の位置関係:経験的研究 
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司  会  澤 邉  紀 生 （ 京 都 大 学 ）  

（ ３ ） 福 田  淳 児 （ 法 政 大 学 ）  

  事業部門間での知識の移転とマネジメント･コントロール・システ

ムの設計 

（ ４ ） 加登 豊（神戸大学）・石川 潔（小野薬品工業株式会社）・ 

大浦 啓輔（神戸大学大学院生）・新井 康平（神戸大学大学院生） 

わ が 国 の 経 営 企 画 部 の 実 態 調 査  

 

第 １３会 場   （２号 館  ２階  ２０８教 室 ） 

 司  会  上 田  俊 昭 （ 明 星 大 学 ）  

（ １ ） 金 藤  正 直 （ 東 京 大 学 大 学 院 産 官 学 連 携 研 究 員 ）  

 日 本 企 業 に お け る 環 境 会 計 情 報 シ ス テ ム の 動 向 と 展 開  

（ ２ ） 東 田  明 （ 大 阪 経 済 法 科 大 学 ）  

   マテリアルフローコスト会計のサプライチェーンへの拡張  

司  会  青 木  茂 男 （ 青 山 学 院 大 学 ）  

（ ３ ） 丸 山  佳 久 （ 広 島 修 道 大 学 ）  

   持続可能な資源管理における環境会計の構築－森林管理のための

環境会計を中心として 

（ ４ ） 本 橋  正 美 （ 明 治 大 学 ）  

   会計大学院における会計ソフトウェア教育:明治大学での実施例 

 

第 １４会 場  （２号 館 ２階 ２０９教 室 ）  

  司  会   柳  裕 治 （ 専 修 大 学 ）  

（ １ ）  北 口  り え （ 九 州 大 学 大 学 院 専 門 研 究 員 ）  

   税 務 会 計 に お け る 推 計 課 税 の 位 置 付 け  

（ ２ ）  野 口  浩 （ 専 修 大 学 ）  

   不 良 債 権 に 対 す る 法 人 税 法 上 の 処 理 に 関 す る 一 考 察  

   ― 金 融 機 関 の 場 合 を 中 心 と し て ―  
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第 １５会 場  （２号 館 地 下 1 階 １４教 室 ）   

 司  会  田 中  建 二 （ 早 稲 田 大 学 ）  

（ １ ） 胡    丹 （ 事 業 創 造 大 学 院 大 学 ）  

  リ ー ス 会 計 基 準 の 改 訂 動 向 と そ の 影 響  

（ ２ ） 菱 山  淳 （ 専 修 大 学 ）  

  オペレーティング・リースの資本化とその財務諸表に及ぼす影響 

司  会  横 山  和 夫 （ 東 京 理 科 大 学 ）  

（ ３ ） 石 井  明 （ 上 武 大 学 ）  

  リ ー ス 会 計 に お け る 公 正 価 値 導 入 理 論 の 考 察  

（ ４ ） 伊 藤  眞 （ 慶 應 義 塾 大 学 ）  

  トレーディング目的で保有する現物商品の会計処理の含意   
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統 一 論 題 報 告  

招 待 報 告   1 3 : 0 0－ 1 3 : 4 0    

報 告 （ １ ）  1 3 : 4 0－ 1 4 : 2 0   

   (休 憩 2 0 分 )  

報 告 （ ２ ）  1 4 : 4 0－ 1 5 : 2 0  

報 告 （ ３ ）  1 5 : 2 0－ 1 6 : 0 0  

 

 

 

 

 

 

 

第 １会 場   （３号 館  ３階  ３０３教 室 ） 

「 新 会 社 法 と 会 計 基 準 」  

座   長  斎 藤  静 樹  （ 明 治 学 院 大 学 ）  

招 待 報 告  神 田  秀 樹  （ 東 京 大 学 ）  

会 社 法 と 会 計 基 準 － 連 続 と 不 連 続  

報 告 （ １ ） 万 代  勝 信  （ 一 橋 大 学 ）  

資 本 と 利 益 の 区 別  

報 告 （ ２ ） 弥 永  真 生  （ 筑 波 大 学 ）  

会 計 基 準 の 会 社 法 に お け る 受 容  

報 告 （ ３ ） 秋 葉  賢 一  （ 企 業 会 計 基 準 委 員 会 ）  

新 会 社 法 と 会 計 基 準 の 開 発  

 

第 ２会 場   （２号 館  ３階  ３０２教 室 ） 

「 サ ー ビ ス の 管 理 会 計 」  

座   長  小 林  啓 孝  （ 早 稲 田 大 学 ）  

招 待 報 告  安 延  申   （ ウ ッ ド ラ ン ド 株 式 会 社 代 表 取 締

役 社 長 、 国 際 IT 財 団 副 理 事 長 ） 

   サービス業における管理会計導入の現場 －ソフトウェ

ア業、金融業の現場とシステム化－ 

報 告 （ １ ） 荒 井  耕   （ 大 阪 市 立 大 学 ）  

医療の原価計算研究－サービス管理会計研究領域の開拓－ 

報 告 （ ２ ） 青 木  章 通  （ 専 修 大 学 ）  

対人的サービス産業における管理会計情報の有用性 

報 告 （ ３ ） 鈴 木  研 一  （ 明 治 大 学 ）  

固 定 収 益 概 念 の 適 応 可 能 性 に つ い て の 考 察  
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第 ３会 場   （２号 館  ３階  ３０１教 室 ） 

「 内 部 統 制 の 制 度 化 を め ぐ っ て 」  

座   長  伊 豫 田 隆 俊  （ 甲 南 大 学 ）  

招 待 報 告  八 木  良 樹  （ 株 式 会 社 日 立 製 作 所 取 締 役 会 議  

長 ・ 監 査 委 員 長 、 日 本 監 査 役 協  

会 常 任 理 事・会 計 委 員 会 委 員 長 ） 

内部統制評価制度の概要と実践 －公開企業の立場から－ 

報 告 （ １ ） 手 塚  仙 夫  （ 監 査 法 人 ト ー マ ツ ）  

内 部 統 制 監 査  ― 監 査 人 か ら 見 た 課 題 －  

報 告 （ ２ ） 松 本  祥 尚  （ 関 西 大 学 ）  

内部統制監査制度化における理論上の基本的論点 

報 告 （ ３ ） 八 田  進 二  （ 青 山 学 院 大 学 ）  

内部統制報告制度の課題と展望―内部統制のモニタリン 

グ機能の担い手の視点から― 
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公 開 記 念 講 演  

会  場  （３号 館 ３階 ３０３教 室 ） 

司  会  渋 谷 武 夫 （ 専 修 大 学 ）  

（ １ ）  1 6 : 4 0－ 1 7 : 4 0  

   武 田  隆 二  （ 前 日 本 会 計 研 究 学 会 会 長 ）  

演 題 ：新 会 社 法 と 会 計 のあり 方  

（ ２ ）  1 7 : 5 0－ 1 8 : 5 0  

島 田  精 一   (住 宅 金 融 公 庫 総 裁 ) 

演 題 ： 日本における住宅金融改革の方向性 

－政策金融機関の改革に向けてー 

 

＜主催：日本会計研究学会、後援：専修大学＞ 



第 ３日 目  ９月 ８日 （金 ） 

参 加 者 受 付     9 : 0 0－ 1 5 : 3 0   （ １ 号 館 地 下 入 口 ）  

会 員 控 室      9 : 0 0－ 1 5 : 0 0   （ 1 号 館 3 階 3 0 5 教 室 ･2 号  

館 1 階 1 0 3 教 室・2 階 2 0 3 教 室 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

準 統 一 論 題 報 告 （２）  

報 告 （ １ ）  9 : 3 0－ 1 0 : 0 5    

報 告 （ ２ ） 1 0 : 0 5－ 1 0 : 4 0   

   (休 憩 1 0 分 )  

報 告 （ ３ ） 1 0 : 5 0－ 11 : 2 5  

報 告 （ ４ ） 11 : 2 5－ 1 2 : 0 0  

（ 発 表 時 間  各 2 5 分  質 疑 応 答 1 0 分 ）  

第 １会 場  （７号 館  ３階  ７３１教 室 ） 

「 新 し い 法 制 度 と 税 務 会 計 の 課 題 」  

座  長    中 田  信 正 （ 愛 知 工 業 大 学 ）  

報 告 者   

（ １ ） 柳   裕 治 （ 専 修 大 学 ）  

会社法と税法－公正処理基準と確定決算主義を中心として 

（ ２ ） 成 道  秀 雄 （ 成 蹊 大 学 ）  

   新たな事業体の税務会計－有限責任事業組合を中心として 

（ ３ ） 野 田  秀 三 （ 桜 美 林 大 学 ）  

   企 業 結 合 会 計 と 税 務 会 計  

（ ４ ） 矢 内  一 好 （ 中 央 大 学 ）  

   信 託 の 税 務 会 計  
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準 統 一 論 題 報 告 （３）  

報 告 （ １ ）  9 : 3 0－  9 : 4 5    

報 告 （ ２ ）  9 : 4 5－ 1 0 : 0 5  

  報 告 （ ３ ） 1 0 : 0 5－ 1 0 : 2 5  

質 疑 応 答  1 0 : 2 5－ 1 0 : 4 0  
 

第 ２会 場  （２号 館  地 下 1 階  12 教 室 ）  

「企業リスク情報の開示と保証－主要 6 カ国の国際比較」 

座  長  堀 江 正 之 （ 日 本 大 学 ）  

報 告 者  

  （ １ ） 内 藤  文 雄  （ 甲 南 大 学 ）  

     企業リスク情報の開示と保証の理論的枠組 

  （ ２ ） 伊 豫 田 隆 俊  （ 甲 南 大 学 ）  

     企業リスク情報の開示に関する制度と実態 

  （ ３ ） 山 崎  秀 彦   （ 専 修 大 学 ）  

     企業リスク情報の保証に関する制度と実態 
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自 由 論 題 報 告  

 報 告 （ １ ）  9 : 3 0－ 1 0 : 0 5    

報 告 （ ２ ） 1 0 : 0 5－ 1 0 : 4 0   

   (休 憩 1 0 分 )  

報 告 （ ３ ） 1 0 : 5 0－ 11 : 2 5  

報 告 （ ４ ） 11 : 2 5－ 1 2 : 0 0  

（ 発 表 時 間  各 2 5 分  質 疑 応 答 1 0 分 ）  

 

第 １会 場  （2 号 館  1 階  101 教 室 ）  

 司  会  藤 井  秀 樹 （ 京 都 大 学 ）  

（ １ ） 山 里  祐 介 （ 同 志 社 大 学 大 学 院 生 ）  

  t a k e o v e r  t h r e a t、 企 業 価 値 と 会 計 開 示 の 関 連 性   

（ ２ ） ロ ア ン ・ コ ー マ ン （ 広 島 大 学 大 学 院 生 ）  

  証 券 化 商 品 の 取 扱 い に 関 す る 最 近 の 動 向  

司  会  永 野  則 雄 （ 法 政 大 学 ）  

（ ３ ） 山 田  純 平 （ 駒 澤 大 学 ）  

   報告エンティティ－の位置づけと持分理論－概念フレームワーク･

プロジェクトにおける議論とその批判的検討－ 

（ ４ ） 村 田  英 治 （ 福 島 大 学 ）  

 会 計 主 体 論 の 再 構 築  

  

第 ２会 場   （2 号 館  １階  102 教 室 ）  

司  会  乙 政  正 太 （ 東 北 大 学 ）  

（ １ ）  眞 鍋  和 弘 （ 横 浜 国 立 大 学 大 学 院 生 ）  

研 究 開 発 費 と 企 業 業 績 お よ び 株 式 価 格 の 関 連 性  

（ ２ ） 来 栖  正 利 （ 流 通 科 学 大 学 ）  

   借 入 金 に よ る 資 金 調 達 戦 略  

  司  会  泉  宏 之 （ 横 浜 国 立 大 学 ）  

（ ３ ） 谷 岡  弘 二 （ 大 阪 女 子 短 期 大 学 ）  

   覚 書 帳 の 分 割 に 関 す る 研 究  
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第 ３会 場  （２号 館  １階  １０４教 室 ）  

司  会  白 木  俊 彦 （ 南 山 大 学 ）  

（ １ ） 松 原  沙 織 （ 横 浜 国 立 大 学 大 学 院 生 ）  

為替換算調整勘定の性格付け－包括利益概念に関連付けて－ 

（ ２ ） 威 知  謙 豪 （ 京 都 産 業 大 学 大 学 院 生 ）  

  わが国における特別目的事業体の連結基準－一定の要件を満たす

特別目的事業体の連結除外規定を中心に－ 

司  会  辻 山  栄 子 （ 早 稲 田 大 学 ）  

（ ３ ） 矢 部 孝 太 郎 （ 大 阪 商 業 大 学 ）  

  工 事 収 益 認 識 基 準 の 選 択 に 関 す る 一 考 察  

（ ４ ） 尹  志 煌 （ 青 山 学 院 大 学 ）  

   新たな取引形態に関する収益認識規準について 

 

第 ４会 場  （２号 館  １階  １０５教 室 ）  

 司  会  河 﨑  照 行 （ 甲 南 大 学 ）  

（ １ ） 川 原  千 明 （ 神 戸 大 学 大 学 院 生 ）  

   非財務情報におけるマテリアリティとステイクホルダー・エンゲージメント 

（ ２ ） 菅 野  浩 勢 （ 早 稲 田 大 学 ）  

  財 務 業 績 の 構 成 要 素 の 予 測 価 値  

司  会  三 浦  敬 （ 横 浜 市 立 大 学 ）  

（ ３ ） 平 島  鹿 蔵 （ 日 本 個 人 投 資 家 協 会 ）  

  企業会計基準委員会の四半期財務諸表の作成基準について 

－四半期開示の法制化と論点整理の考察－ 

（ ４ ） 若 林  公 美 （ 東 京 国 際 大 学 ）  

   包 括 利 益 の 報 告 に 関 す る 研 究  

 

第 ５会 場  （２号 館  １階  １０６教 室 ）  

 司  会  五 十 嵐 邦 正 （ 日 本 大 学 ）  

（ １ ） 足 立  典 照 （ 元 大 阪 学 院 短 期 大 学 ）  

  財 産 法 と 損 益 法 の 系 譜 ― 商 法 第 32 条 ･新 会 社 法 第  

431 条 の 公 正 な る 会 計 慣 行 と 正 規 の 簿 記 の 原 則 －   
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（ ２ ） 弓 削  忠 史 （ 九 州 共 立 大 学 ）  

 企 業 会 計 と 新 会 社 法 ― 会 社 法 第 4 3 1 条 を 中 心 に し て －  

司  会  岩 崎  勇 （ 九 州 大 学 ）  

（ ３ ） 篠 原  繁 （ 創 価 大 学 ）  

  イギリス会社法における分配規制と実現利益の変遷―ICAEW 実務指

針を中心として 

（ ４ ） 山 崎  雅 教 （ 大 東 文 化 大 学 ）  

   取 締 役 報 酬 を め ぐ る 開 示 規 制 の 動 向 と そ の 意 義  

 

第 ６会 場  （２号 館  １階  １０７教 室 ） 

 司  会  梅 原  秀 継 （ 中 央 大 学 ）  

（ １ ） 大 雄  智 （ 横 浜 国 立 大 学 ）  

  持 分 概 念 と 資 産 再 評 価 － 資 産 交 換 の 事 例 －  

（ ２ ） 藤 田  晶 子 （ 明 治 学 院 大 学 ）  

  無 形 資 産 会 計 の 論 点  

司  会  清 水  泰 洋 （ 神 戸 大 学 ）  

（ ３ ） 山 内  暁 （ 多 摩 大 学 ）  

  暖 簾 会 計 と 取 得 原 価 主 義 会 計  

（ ４ ） 榊 原  英 夫 （ 立 正 大 学 ）  

  の れ ん の 本 質 と 会 計 処 理  

 

第 ７会 場  （２号 館  ２階  ２０１教 室 ） 

 司  会  大 塚  成 男 （ 千 葉 大 学 ）  

（ １ ） 宮 原  裕 一 （ 国 士 舘 大 学 ）  

研究開発費会計基準の制定アプローチに関する一考察 

（ ２ ） 中 村  恒 彦 （ 桃 山 学 院 大 学 ）  

  S FA S  N o . 2 公 開 草 案 と そ の 背 景  

司  会  野 村 健 太 郎 （ 愛 知 工 業 大 学 ）  

（ ３ ） 永 田  京 子 （ 東 京 工 業 大 学 ）  

新 規 株 式 公 開 企 業 の 利 益 調 整 行 動  
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（ ４ ） 田澤 宗裕（追手門学院大学）・山形 武裕（名古屋市立大学）・  

國 村  道 雄 （ 名 城 大 学 ）  

  会計ビックバン期における利益情報の変容と株価関連性 

 

第 ８会 場  （２号 館  ２階  ２０２教 室 ）  

 司  会  松 井  隆 幸 （ 青 山 学 院 大 学 ）   

（ 1） 鵜 田  正 博 （ L E C 東 京 リ ー ガ ル マ イ ン ド 大 学 ）  

金融商品取引法と証券市場が求めるガバナンス等のあり方の実験的

考察 

（ ２ ） 北 川  道 男 （ 日 本 大 学 ）  

  統 合 監 査 の フ レ ー ム ワ ー ク  

司  会  伊 藤  龍 峰 （ 西 南 学 院 大 学 ）  

（ ３ ） 任   章 （ 北 九 州 市 立 大 学 ）  

監査人的基準の内包―懐疑心の要請とその含意の拡張について― 

（ ４ ） 太 田  康 広 （ 慶 應 義 塾 大 学 ）  

  The  r o l e  o f  a u d i t e vi d e n ce  in  a  st r at e g i c a ud i t  

 

第 ９会 場  （２号 館  ２階  ２０４教 室 ） 

  司  会  牧 戸  孝 郎 （ 同 志 社 大 学 ）  

（ １ ） 長 野  史 麻 （ 立 正 大 学 ）  

製品開発時におけるライフサイクル･コスティング:電機メーカーの事例を取

り上げて 

（ ２ ） 皆 川  芳 輝 （ 名 古 屋 学 院 大 学 ）  

  サ プ ラ イ チ ェ ー ン ･コ ス テ ィ ン グ  

司  会  尾 畑  裕 （ 一 橋 大 学 ）  

（ ３ ） 竹 森  一 正 （ 中 部 大 学 ）  

  アメリカ政府機関におけるライフサイクル･コスト:エネルギー省の事例を

中心として  

（ ４ ） 岡 野  憲 治 （ 松 山 大 学 ）  

  ライフサイクル･コスティングの機能－アメリカ国防総省管理会計との関係

を中心として－ 
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第 １０会 場  （２号 館  ２階  ２０５教 室 ） 

 司  会  﨑 章  浩 （ 明 治 大 学 ）  

（ １ ） 梶 原  武 久 （ 神 戸 大 学 ）  

   品 質 コ ス ト の 実 証 研 究 ： Ⅹ 社 に お け る 分 析  

（ ２ ） 片 岡  洋 人 （ 大 分 大 学 ）  

  原 価 計 算 の 役 割 期 待 と 組 織 の 階 層  

司  会  挽  文 子 （ 一 橋 大 学 ）  

（ ３ ） 石 川  昭 （ 青 山 学 院 大 学 ）  

  企 業 戦 略 会 計 の 重 要 性 と そ の 限 界  

（ ４ ） 伏見多美雄（慶應義塾大学）・竹内 祐二（日本総合研究所） 

   新日本型経営と戦略マネジメント･コントロール･システム 

－事業部制・カンパニー制の是非論を超克して－ 

 

第 １１会 場  （２号 館  ２階  ２０６教 室 ） 

 司  会  青 木  雅 明 （ 東 北 大 学 ）  

（ １ ） 細 海  昌 一 郎 （ 首 都 大 学 東 京 ）  

無形資産のマネジメントと企業価値の研究－会計情報の価値関連

性に関する実証的研究－ 

（ ２ ） 小 酒 井  正 和 （ 専 修 大 学 北 海 道 短 期 大 学 ）  

  無形の資産を重視した IT 投資の管理－戦略マップと情報資本ポー

トフォリオとの関係について－ 

司  会  木 島  淑 孝 （ 中 央 大 学 ）  

（ ３ ） 高 梠  真 一 （ 久 留 米 大 学 ）  

  20 世 紀 初 頭 G M 社 に お け る 割 当 予 算 管 理 の 展 開   

（ ４ ）  清 水  信 匡 （ 法 政 大 学 ）・ 加 登  豊 （ 神 戸 大 学 ）    

坂 口  順 也 （ 関 西 大 学 ）・ 河 合  隆 治 （ 桃 山 学 院 大 学 ） 

  わ が 国 の 設 備 投 資 マ ネ ジ メ ン ト  

 

第 １２会 場  （２号 館  ２階  ２０７教 室 ） 

 司  会  大 島  正 克 （ 亜 細 亜 大 学 ）  

（ １ ） 大 浦  啓 輔 （ 神 戸 大 学 大 学 院 生 ）  

信 頼 構 築 の た め の 組 織 間 マ ネ ジ メ ン ト ･コ ン ト ロ ー ル  
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（ ２ ） 水 谷  覚 （ 京 都 産 業 大 学 大 学 院 生 ）  

    エイジェンシー関係に関する会計情報を用いた実験的研究 

司  会  石 崎 忠 司 （ 中 央 大 学 ）  

（ ３ ） 阪 田  正 大 （広島県公営企業部広島西部水道事務所） 

  第三セクター法人のキャッシュ･フロー分析－リゾート業を中心に

した事例研究－ 

（ ４ ） 柴  健 次 （ 関 西 大 学 ）・ 宗 岡  徹 （ 関 西 大 学 ）  

サービス志向と経済志向の政策交代と公会計 

 

第 １３会 場  （２号 館  ２階  ２０８教 室 ）   

  司  会  川 村  義 則 （ 早 稲 田 大 学 ）  

（ １ ） 深 田  誠 一 （ 高 千 穂 大 学 大 学 院 生 ）  

  年金制度の会計－現在価値の概念と測定を巡る一問題として－ 

（ ２ ） 吉 田  武 史 （ 日 本 大 学 大 学 院 生 ）  

  減 損 会 計 と 会 計 構 造  

司  会  岡 村  勝 義 （ 神 奈 川 大 学 ）  

（ ３ ） 岡 崎  一 浩 （ 愛 知 工 業 大 学 ）  

フ ァ イ ナ イ ト 保 険 を め ぐ る 会 計 上 の 諸 問 題  

（ ４ ） 藤 田  敬 司 （ 立 命 館 大 学 ）  

   ヘ ッ ジ 会 計 不 要 論 に 向 け て  

 

第 １４会 場  （２号 館  ２階  ２０９教 室 ） 

司  会  倉 田  幸 路 （ 立 教 大 学 ）  

（ １ ） 許  英 姿 （ 明 治 大 学 ）  

  エ ン ロ ン に お け る Mark-to-Market 会 計  

（ ２ ） 林  健 治 （ 富 山 大 学 ）  

  米 国 G A A P 調 整 利 益 の 公 表 と 市 場 反 応  

司  会  向  伊 知 郎 （ 愛 知 学 院 大 学 ）  

（ ３ ） 千 葉  啓 司 （ 上 武 大 学 ）  

IAS/IFRS の会計目的観と資産認識基準の一貫性に関する一考察 

－T. Schildbach の所説を中心として－ 
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（ ４ ） 中 村  文 彦 （ 弘 前 大 学 ）  

   会 計 選 択 の 国 際 化 と 会 計 基 準 の 「 質 」   
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統 一 論 題 討 論   1 3 : 0 0－ 1 5 : 3 0    

 

第 １会 場   （３号 館  ３階  ３０３教 室 ） 

「 新 会 社 法 と 会 計 基 準 」  

座  長  斎 藤  静 樹  （ 明 治 学 院 大 学 ）  

討 論 者  

（ １ ） 桜 井  久 勝  （ 神 戸 大 学 ）  

（ ２ ） 秋 坂  朝 則  （ 法 政 大 学 ）  

（ ３ ） 万 代  勝 信  （ 一 橋 大 学 ）  

（ ４ ） 弥 永  真 生  （ 筑 波 大 学 ）  

（ ５ ） 秋 葉  賢 一  （ 企 業 会 計 基 準 委 員 会 ）  

 

第 ２会 場   （２号 館  ３階  ３０２教 室 ） 

「 サ ー ビ ス の 管 理 会 計 」  

座  長  小 林  啓 孝  （ 早 稲 田 大 学 ）  

討 論 者   

（ １ ） 浅 田  孝 幸  （ 大 阪 大 学 ）  

（ ２ ） 小 倉  昇   （ 筑 波 大 学 ）  

（ ３ ） 荒 井  耕   （ 大 阪 市 立 大 学 ）  

（ ４ ） 青 木  章 通  （ 専 修 大 学 ）  

（ ５ ） 鈴 木  研 一  （ 明 治 大 学 ）  

 

第 ３会 場  （２号 館  ３階  ３０１教 室 ） 

「 内 部 統 制 の 制 度 化 を め ぐ っ て 」  

座  長  伊 豫 田 隆 俊  （ 甲 南 大 学 ）  

討 論 者  

（ １ ） 高 田  敏 文  （ 東 北 大 学 ）   

（ ２ ） 脇 田  良 一  （ 金 融 庁  公 認 会 計 士 監 査 審 査 会 ）  

（ ３ ） 手 塚  仙 夫  （ 監 査 法 人 ト ー マ ツ ）  

（ ４ ） 松 本  祥 尚  （ 関 西 大 学 ）  

（ ５ ） 八 田  進 二  （ 青 山 学 院 大 学 ）  
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会 場 （神田キャンパス）のご案 内  

 

 

交 通 のご案 内  

 

専修大学 神田キャンパス 〒101-8425 東京都千代田区神田神保町 3-8 

水道橋駅（JR）西口より徒歩 7 分 

九段下駅（地下鉄／東西線、都営新宿線、半蔵門線）出口 5 より徒歩 3 分 

神保町駅（地下鉄／都営三田線、都営新宿線、半蔵門線）出口 A2 より徒歩 3 分 
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